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１ 法人の概要 

（１）法人名等     名 称  地方独立行政法人山形県・酒田市病院機構 

            代 表  理事長 栗 谷 義 樹 

住 所  山形県酒田市あきほ町 30番地 

（２）設立年月日    平成 20 年４月１日 

（３）設立団体     山形県及び酒田市 

（４）資本金の額    196 億 2438 万 9029 円（令和２年３月 31 日変更） 

（５）中期目標の期間  令和２年度から令和５年度まで（４年間） 

（６）目的及び業務 

ア 目 的 

地方独立行政法人法に基づき、医療の提供、医療に関する調査及び研究等を行うことにより、庄内地域等の医療政策として求

められる高度専門医療の提供及び当該地域における医療水準の向上を図り、もって住民の健康の維持及び増進に寄与することを

目的とする。 

イ 業 務 

① 医療の提供に関すること。 

② 医療に関する調査及び研究に関すること。 

③ 医療に関する技術者の研修に関すること。 

④ 医療に関する地域への支援に関すること。 

⑤ 災害時における医療救護に関すること。 

⑥ 前各号に掲げる業務に附帯する業務に関すること。 

 

２ 評価の実施根拠法 

地方独立行政法人法（平成 15 年法律第 118 号）第 28条第１項 

 

３ 評価の対象 

令和２年度における地方独立行政法人山形県・酒田市病院機構の年度計画に対する実績の状況 

※年度計画･･･中期計画に基づき、当該年度における業務運営に関する計画を定めたもの 
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４ 評価の趣旨 

地方独立行政法人法の規定に基づき、地方独立行政法人山形県・酒田市病院機構（以下「病院機構」という。）が、庄内地域の中核

病院である日本海総合病院及び日本海酒田リハビリテーション病院並びに日本海八幡クリニック、升田診療所、青沢診療所、松山診

療所、地見興屋診療所及び飛島診療所（以下「日本海八幡クリニック等診療所」という。）を運営するにあたり、住民に対して提供す

るサービスその他の業務の質の向上及び業務運営の効率化等について自主的、継続的な見直し及び改善を促すことを目的に、設立団

体である山形県及び酒田市が、令和２年度における病院機構の業務の実績に関し評価を行う。 

 

５ 評価方法の概要 

（１）評価基準 

地方独立行政法人山形県・酒田市病院機構令和２年度業務実績に関する評価基準。（別紙のとおり） 

（２）評価の手法 

   病院機構の自己評価結果及びこれに対する地方独立行政法人山形県・酒田市病院機構評価委員会の参考意見を聴取し、これらを

基に評価する。 

【評価委員会】（令和３年８月４日現在） 

 委 員 名 氏     名 役     職     等  

 委 員 長 上 野 義 之 山形大学 医学部長  

 副委員長 八重樫 伸 生 
東北大学大学院 医学系研究科長 
東北大学 医学部長 

 

 委  員 佐 藤   顕 
山形県医師会 
酒田地区医師会十全堂 会長 

 

 委  員 佐 藤 正 一 
日本公認会計士協会山形県会 
公認会計士佐藤正一事務所 所長 

 

 委  員 外 山 義 信 
酒田商工会議所 副会頭 
東北エプソン株式会社 代表取締役社長 

 
 

 委  員 武 田 真理子 
東北公益文科大学大学院 公益学研究科長 
東北公益文科大学 公益学部教授 

（敬称略：順不同） 
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６ 評価結果 

（１）総合的な評定 

山形県及び酒田市は、病院機構における令和２年度の事業の実績について、総合的には「非常に優れている」ものとして評価す

る。 

 

日本海総合病院においては、救命救急センターや地域医療支援病院等の指定を受ける地域の中核病院として、安全で高度かつ専

門的な急性期医療が提供された。 

特に、DPC 特定病院群の適用の維持による医療の質の向上を図り、急性期医療及び高度専門医療の適切な提供に取り組んでいる。 

日本海酒田リハビリテーション病院では、回復期医療及び慢性期医療が適切に提供されるとともに、あわせて通所及び訪問リハ

ビリテーションも提供された。 

日本海八幡クリニック等診療所では、それぞれの地域における唯一の医療機関として一次医療の提供及び地域住民への訪問看護

等が提供された。また、地域の医療需要を考慮した体制でへき地医療が提供された。 

さらに、地域医療連携推進法人日本海ヘルスケアネットへの参画により、人工透析の機能分担、地域フォーミュラリ、人事交流、

急性期機能の集約化等が行われ、地域の医療機関及び介護、福祉施設等との連携を強化し、切れ目のないサービスの提供に努めて

いる。 

経営面では、新型コロナ関連の各種補助金の受入れや日本海総合病院における診療報酬の算定に関する係数の増加などにより、

病院機構全体としては、設立初年度から 13年間連続して黒字決算を計上し、中期計画の目標である経常収支比率 100％以上が引き

続き達成され、効率的な運営が行われている。 

 

以上、令和２年度における業務の実績は、引き続き良好であり、病院機構の業務運営に対する努力について、設立団体として非

常に高く評価するものである。 

  

評価した項目数 

   総項目数 42 項目【評価 Ｓ：４、Ａ：19、Ｂ：19、Ｃ：０、Ｄ:０】 
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（２）中期目標期間における財務情報及び人員に関する情報 

区  分 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

総収益（百万円） 23,901    

総費用（百万円） 22,609    

純利益（百万円） 1,291    

常勤職員数（人） 1,120    

 ※（３）の項目ごとに算出することが困難であるため、全体の情報を記載。 

 

（３）年度計画の項目毎の評定 

第１ 住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためとるべき措置  

ア 評 定  

年度計画に対する実績は計画を上回っている。 

イ 理 由 

病院及び診療所による医療機能の分担と地域医療連携推進法人内での連携等により、効率的かつ効果的な業務運営を図りな

がら、地域の医療水準の向上に努めている。 

ウ 評価した項目 

① 項目数 29 項目 【評価 Ｓ：３、Ａ：13、Ｂ：13、Ｃ：０、Ｄ:０】 

② 特筆すべき項目 

・ 新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、保健所から受診誘導があった患者の検体採取及び診察を積極的に受け入

れるとともに、入院については新型コロナウイルス感染症患者の専用病棟を確保し、重点医療機関として感染症患者を

受入れている。 

・ 連携協力医登録制度の活用などにより、かかりつけ医への紹介等連携を図り、紹介率及び逆紹介率の目標値を大幅に上

回っている。 

・ 地域の医療機関等との連携を充実させるため、「地域医療連携推進法人日本海ヘルスケアネット」に参画し、地域フォー

ミュラリの実施など中心的役割を担っている。 
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・日本海酒田リハビリテーション病院では、回復期医療及び慢性期医療を適切に提供するとともに、目標である回復期リハ

ビリテーション実績指数について、目標値を大幅に上回っている。 

 

第２ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためとるべき措置 

ア 評 定  

年度計画に対する実績は計画を上回っている。 

イ 理 由 

診療体制の強化や、診療報酬改定等の変化に迅速に対応するなど、収益の確保に努めている。 

ウ 評価した項目 

① 項目数 ５項目 【評価 Ｓ：０、Ａ：４、Ｂ：１、Ｃ：０、Ｄ:０】 

② 特筆すべき項目 

・ 新たな施設基準の取得による増収を図った。 

・ 後発医薬品数量シェア率について、日本海総合病院、日本海酒田リハビリテーション病院ともに目標値を上回っている。 

・ 退院時会計の推進等により未収金の発生防止に努めている。 

 

第３ 予算（人件費の見積りを含む。）、収支計画及び資金計画 

ア 評 定  

年度計画に対する実績は計画を上回っている。 

イ 理 由 

日本海総合病院、日本海酒田リハビリテーション病院及び診療所を含む病院機構全体で、営業収支比率と経常収支比率の目

標値を上回っている。 

ウ 評価した項目 

① 項目数 １項目 【評価 Ｓ：０、Ａ：１、Ｂ：０、Ｃ：０、Ｄ:０】 

② 特筆すべき項目   

病院機構全体で、営業収支比率 105.1％、経常収支比率 105.8％と目標値を上回っている。（各目標値 100％） 
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第４ 短期借入金の限度額 

ア 評 定  

年度計画に対する実績は計画を大幅に上回っている。 

イ 理 由 

短期借入金の実績なし。 

ウ 評価した項目 

① 項目数 １項目 【評価 Ｓ：１、Ａ：０、Ｂ：０、Ｃ：０、Ｄ:０】 

② 特筆すべき項目 

計画的な資金収支に努めたため、短期借入金の必要がなかった。 

 

第５ 剰余金の使途 

ア 評 定  

年度計画に対する実績は計画を上回っている。 

イ 理 由 

決算剰余金については、建設改良積立金に充当し将来の施設整備及び医療機器の整備に備えている。 

ウ 評価した項目 

① 項目数 １項目  【評価 Ｓ：０、Ａ：１、Ｂ：０、Ｃ：０、Ｄ:０】 

② 特筆すべき項目 

病院施設の整備に充てるため建設改良積立金に充当している。  

  

第６ 料金に関する事項 

ア 評 定  

年度計画に対する実績は概ね計画に合致している。 

イ 理 由 

病院機構の規定に基づき料金徴収を行っている。 

ウ 評価した項目 
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① 項目数 １項目  【評価 Ｓ：０、Ａ：０、Ｂ：１、Ｃ：０、Ｄ:０】 

② 特筆すべき項目 

病院機構の規定に基づき適切に使用料を徴収している。  

 

第７ その他設立団体の規則で定める業務運営に関する事項 

ア 評 定  

年度計画に対する実績は概ね計画に合致している。 

イ 理 由 

新型コロナウイルス感染症における重点医療機関として診療提供体制等の整備を図っている。 

ウ 評価した項目 

① 項目数 ４項目  【評価 Ｓ：０、Ａ：０、Ｂ：４、Ｃ：０、Ｄ:０】 

② 特筆すべき項目 

・地域の医療ニーズに対応するため、新型コロナウイルス感染症における重点医療機関として診療提供体制等の整備を図っ 

ている。 

・前中期目標期間の繰越積立金については、施設の整備・修繕、医療機器の購入等に充てた。 

・職員が業務に専念できるよう、院内保育所及び病児・病後児保育事業を継続して実施している。 

 

（４）業務運営の改善その他の措置の必要性 

な し 
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【別紙】 

 

 

地方独立行政法人山形県・酒田市病院機構 令和２年度の業務実績に関する評価基準 

 

１ 令和２年度業務の実績に関する評価の基本方針 

令和２年度地方独立行政法人山形県・酒田市病院機構年度計画について、その実施状況を調査・分析し、業務の実績について評価 

を行う。 

 

２ 業務の実績に関する評価の方法 

計画に掲げた項目ごとに行う「項目別評価」と業務実績全体の状況について行う「全体評価」の２つを併せて行うものとする。 

（１）項目別評価は、年度計画の個別項目毎の進捗状況について、下記により評価するものとする。 

  ① 業務の実施状況を幅広く把握し、可能な限り客観的な評価の実施に努める。 

   ・目標数値がある場合はその達成度合い、定性的な目標の場合は具体的な業務実績を把握して評価する。 

・業務実績については、その数量だけでなく、その質についても考慮する。 

・業務実績に影響を及ぼした要因、予期せぬ事情の変化等についても考慮する。 

② 判定基準として以下の５段階で評価し、原則としてその理由を付記する。 

（判定基準） 

「Ｓ」：計画を大幅に上回っている（目標数値 110％超） 

「Ａ」：計画を上回っている（目標数値 100％超 110％以下） 

「Ｂ」：計画に概ね合致している（目標数値 90％超 100％以下） 

「Ｃ」：計画をやや下回っている（目標数値 60％超 90％以下） 

「Ｄ」：計画を下回っており、大幅な改善が必要（目標数値 60％以下） 

（２）全体評価 

全体評価は、（１）の項目別評価の結果を踏まえ、全体的な計画の進行状況や達成について、記述式等により評価するものと

する。 
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令和２年度業務実績に関する評価 

（項目別評価シート） 
 


